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1. はじめに 

企業会計基準委員会（ASBJ）及びサステナビリティ基準委員会（SSBJ）の代表者と、

エフラグ（EFRAG）の代表者は、2023 年 3 月 30 日及び 31 日に会合を実施した。ASBJ

及び SSBJ からは、川西 ASBJ 委員長兼 SSBJ 委員長及び筆者が出席した。EFRAG とは定

期的な会合を実施しているが、今回の会合は数年ぶりの対面開催となり、ブリュッセルの

EFRAG オフィスで開催された。 

また、滞在中に開催された EFRAG 財務報告審議会（FRB）及び EFRAG サステナビリテ

ィ報告審議会（SRB）に出席し、川西 ASBJ 委員長兼 SSBJ 委員長がそれぞれの審議会で

ASBJ 及び SSBJ の活動のアップデートに関するプレゼンテーションを行った。 

なお、文中の発言者及び筆者の意見にわたる部分は、各人の私見であり所属する団体・

組織の見解ではない。 

 

2. 主な議題及び参加者 

会合の主な議題及び出席者は次のとおりであった。 

2023年 3月 30日 

日時 主な議題 主な参加者 

8:00-9:00 IOSCO 関係者との朝食会  Jean-Paul Servais―IFRS 財団モニ

タリング・ボード議長、IOSCO 議

長、IOSCO 欧州地域委員会議長、

ベルギー金融サービス市場局

（FSMA）共同議長  

◇会議報告◇ 

エフラグ（EFRAG）との会合の概要 
 

ASBJ 常勤委員 山口 奈美 
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日時 主な議題 主な参加者 

 Antoine Van Cauwenberge―

FSMA 

9:30-11:45 EFRAG サステナビリティ報告リー

ダーシップチームとの会合 

 EFRAG 及び SSBJ の概要、作

業計画及び優先順位 

 気候変動：国際サステナビリテ

ィ基準審議会（ISSB）のグロ

ーバルベースライン及び欧州サ

ステナビリティ報告方向基準

（ESRS）気候変動（E1）につ

いて 

 E1 以外の ESRS の内容につい

て 

 Patrick de Cambourg―EFRAG 

SRB 議長 

 Chiara Del Prete―EFRAG SR 技術

的専門家グループ（TEG）議長 

 EFRAG SR チームスタッフ 

12:00-12:45 EFRAG 財務報告審議会（FRB）へ

の出席 

 日本における財務報告基準開発

について 

 EFRAG 財務報告審議会（FRB)のボ

ードメンバー 

14:05-14:50 EFRAG サステナビリティ報告審議

会（SRB）に出席 

 日本におけるサステナビリティ

報告基準の開発について 

 EFRAG サステナビリティ報告審議

会（SRB）のボードメンバー 

16:00-18:00 EFRAG 財務報告リーダーシップチ

ームとの会合 

 EFRAG 及び ASBJ の概要、作

業計画及び優先順位 

 基本財務諸表 

 国際的な税制改革―第 2 の柱モ

デルルール 

 暗号資産 

 企業結合―開示、のれん及び減

損 

 Wolf Klinz―EFRAG FRB 議長 

 Serge Pattyn―EFRAG FRB 副議長 

 Jens Berger―EFRAG FR TEG 暫

定議長 

 EFRAG FR チームスタッフ 
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日時 主な議題 主な参加者 

18:30-19:15 EFRAG 事務局との会合  Hans Buysse―EFRAG 事務局局長 

 Saskia Slomp―EFRAG CEO 

 

2023年 3月 31日 

日時 主な議題 主な参加者 

9:00-11:45 EFRAG 財務報告リーダーシップチ

ームとの会合 

 暗号資産、無形資産、コネクテ

ィビティ及びキャッシュ・フロ

ー計算書に関するリサーチプロ

ジェクトについて 

 EFRAG FR チームスタッフ 

12:00-13:00 欧州委員会関係者との会合  Sven Gentner―欧州委員会金融

安定・金融サービス・資本市場同

盟 総局（DG FISMA）企業報告、

監査及び信用格付機関ユニット長 

 

3. おわりに 

EFRAG は、2022 年よりその使命を拡大し、企業報告の分野における欧州の見解の開発

及び促進を担うことに加えて、EU サステナビリティ報告基準案の開発を担い、財務報告及

びサステナビリティ報告の双方において欧州の公共の利益に奉仕することを使命としてい

る。このため、今回の訪問は、財務報告及びサステナビリティ報告の両方の幅広い関係者

と会合し、協議をする機会となった。 

EFRAG 関係者とは、今回の会合が有意義であったこと、及び、今後も定期的な会合を継

続することが望まれることを確認しており、欧州又は日本における会合を通じてEFRAGと

の対話を継続していくことが望まれる。 
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以 上 

 

 


